




























	 まず, 文献既知の方法に従って合成した 1-ヨードアントラキノン 1を出発物質として, こ
れと銅アセチリドとのカップリング反応によってアルキニル基を導入した。次に, 得られる
アントラキノン2に対して, アルキニルリチウムを作用させたところ, 立体障害の小さい10
位カルボニル炭素への位置選択的な求核付加が進行し, ヒドロキシケトン 3 を選択的に与
えた。さらに, 数工程の変換を経てアントラセン 4へと誘導した後, Grubbs 触媒による分
子内閉環メタセシスを試みたところ, 収率 35%でアントラセノフェン 5を得ることができ












が分った。さらに, 両エナンチオマーをヘキサン中 70 °C に加熱したところ, この温度でも
ラセミ化は全く起こらなかった。  
      
2.イソアセノヘテロールの合成	 







	 まず, ジブロモイソベンゾチオフェン 6をモデル基質として, ジデヒドロ構造の構築の可
能性について調べた。その結果, ジブロモイソベンゾチオフェン 6のTHF 溶液に–40 °C で
n-BuLi を作用させるという条件で, ジデヒドロイソベンゾチオフェン 7が効率良く発生す
ることを見出した。そこで, 捕捉剤であるイソベンゾフラン 8 の共存下で同じ反応を行っ































































aq. 4 M H2SO4
THF, 50 °C
then SnCl2
Ar= 2,6-(CH3)2C6H3
X
n
B
